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マニラ日本人会 2021 年９月理事会議事録 

 

日  時：2021 年９月 28日（火）13 時 00 分～14 時 

オンライン会議 （ZOOM） 

 

出 席 者：細谷明宏（会長）、高野誠司（副会長）、餅原 力（副 

     会長）、岡本和典（総務理事）、岡本淳宏（財務理事）、    

     辰巳賢一（監事）、松永啓一、下田 茂、嶋田慎一郎、 

     片桐 浩、篠原孝夫、森 啓輔、松尾 健、橋田武志       

    （以上各理事) 

     南良 勉、鈴木 勉、小松泰三、中村和生、伊藤 淳 

    （以上各推薦理事） 

オブザーバー： 

＜在比日本国大使館＞     宇田川参事官 

     

           

議 事 

 

I． 協議事項 

 

１．８月理事会の議事録について 

異議なく承認された。 

 

２．９月新入・退会会員について 

事務局から以下のとおり報告があり、異議なく承認された。 

理事会ノート 
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＊入会個人会員（４件） 

池田葵（Step JP Printing Service Inc.）、岡田孝夫、佐藤久雄

（Fanuc Philippines Corporation）、新谷悟（Yamaichi Seiko 

Philippines Inc.） 

 

＊退会法人会員（１件） 

Attic Tours Phils.,Inc.                          （川上浩一） 

 

＊退会個人会員（１０件）  

秋保佳祐（Shinkosha Philippines Corp.）、原田智孝（大使館）、

池田洋一郎（ADB）、岩井靖、片山聖子（Bayview Technologies Inc.）、

前岡友（Kewpie Philippines, Inc.）正富考昭（Yamaichi Seiko 

Philippines Inc.）、岡大喜（Ichinomiya Electronics Phils.）、 

ウエルステイード絵美、湯口和宏（Vacuumtech Philippines Inc.） 

 

以上の入退会承認後の会員数は、法人会員 379、個人会員 564 件、

賛助会員 19 件、ジュニア会員２件 合計 964 件、世帯数は 2,447

である。 

 

II. 大使館からの連絡事項 

宇田川参事官からの報告 

在留邦人向け新型コロナ・ワクチン接種を９月 11 日（土）にアヤ

ラモール・マニラベイで実施させていただいた。一回目を接種さ

れた方の二回目については現在調整中で日程が決まり次第連絡を

差し上げる。また、今回希望されて接種が出来なかった方につい

ては、フィリピン政府当局と調整中で進展があればご報告いたし

ます。 
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III. 報告事項 

１．選挙管理委員会 （岡本総務理事・選挙管理委員長） 

９月 27 日に行われた 2022年度理事選挙の結果報告があった。 

理事会社からの開票作業要員派遣協力に対してお礼があった。 

 

２．日帰りでの海外在留邦人ワクチン接種事業の利用について 

〇細谷会長からの以下の発言があった。 

昨日、内閣官房長官補室関係参事官から本件について、オンライ

ンで日本人会・商工会議所理事役員が説明を受けたので、その報

告と理事会メンバーの皆様のご意見を伺いたい。 

本件の概要 

・接種希望者がマニラを出発し成田空港第１・２ターミナル到着   

後入国せずに接種を受けそのままマニラに戻ってくる。 

・利点としては、入国せずの接種の為、日本での隔離措置がない

ので時間を大幅に短縮できる。 

・空港内を短時間で移動するため、不測の事態発生時の確実な対

応の為、アテンドの利用を必須とする。アテンド料は有料１グル

ープ５人で６万円。 

・日本人会・商工会議所から現地法人/個人に声かけし、一定数を

まとめて接種できるよう希望者をとりまとめ、データーを関係省

庁に共有し、この接種事業を予約、10 月ごろから実施する。 

・ワクチンは無料、その他は実費自己負担でおよそ一人 20 万円。 

（説明会に参加された、松永理事（商工会議所会頭）から２回接

種するため、一人 40 万～50 万円かかる可能性がある。この事業

は世界に先駆けてフィリピンのみで行う事業であると聞いている

との補足説明もあった。）  
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〇理事会メンバーからの意見 

・個人がこの制度を利用するには、アテンド料を含めて費用が高

すぎるのと現在大使館で進めている当地でのワクチン接種もある

ので、利用者は少ないのではないか。 

・もしあるとしたら、高齢者でフィリピンでは認められていない

ワクチンのブースター接種を希望する人は、３回目で利用するか

もしれないが、そのくらいの利用者だと思う。 

・フィリピンに戻っての隔離はその都度あるので、利用は慎重に

検討せざるを得ない。 

 

３．事務局報告 （事務局長） 

９月の実施事業と 10 月の事業予定の報告があった。 

 

４．その他 

鈴木推薦理事から、報道では、フィリピンの公立学校は 100 校限

定でパイロット的に対面授業を再開するとのことだが、MJS（マニ

ラ日本人学校）について現時点ではどのようになるのかとの質問

があった。細谷会長（学校運営理事会理事長）より、梶山校長の

話では、MJS がその 100 校に入るかはまだ判明していないとの回

答があった。 

                    以上 

 

次回理事会 10 月 26 日（火）13 時～  オンライン会議（ZOOM） 

 


